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五⼩で「⾃然教室」が⾏われました

11⽉5⽇は東久留⽶市⽴⼩学校・中学校

の「⼀⻫公開⽇」、保護者・地域の⽅々に

授業が公開されました。

第五⼩学校では、「⾃然教室」が⾏われると

いうことで、お邪魔しました。

先⽣は、東久留⽶在住の写真家・⾶松さん

です。

世界⾃然遺産に登録された⽩神⼭地ブナ

の森を主な拠点として活動されており、⾃然

にめぐまれた東久留⽶での取り組みも約7年

前からされています。

市⺠レポ－タ－：地産地消 

東久留⽶の⾃然の素晴らしさや、こ

れらは約1万年前の縄⽂時代からの

⾃然である・・ということから話が始まり

ました。

5年⽣３クラス全⽣徒と多くの保護

者の⽅々で満員、先⽣の話も最初

から熱がこもります。

先⽣が新たに編集した東久留⽶の

⾃然のビデオの観賞中です、１５分

の内容で菅、ほとんどは⽣徒にはなじ

みの場所です。

良く知っているはずの⾃然ですが、い

ろいろ多様な⽣き物がいることを教え

てくれます。

地下５メ－トルの古多摩川礫層を

流れる地下⽔が、市内多くの場所で

湧⽔として地表に現れ多くの川筋を

つくっています。

早朝、五⼩の学校区域の南沢源流

で採取してきたそうです。

⼤腸菌が少し⾒られますが、煮沸す

れば飲めます。

なめらかでおいしい⽔だそうです。

先⽣は説明の途中に、次から次へと

⽣徒に問いかけます。

それに対して⼩気味よい反応がありま

す。

５万年前の礫層は５メ－トル掘ると

出てきます、縄⽂時代は１万年前だ

から・・１メ－トル下になりますね。

⻑い地球の歴史からは、そんなに昔

の⼈たちじゃない！よ・・

みんな⾒ている⾃然を、縄⽂⼈も⾒

て利⽤していました！

みんなも縄⽂⼈のＤＮＡを持ってい

るはずだよ！

植物連鎖でいろいろな⽣物は君たち

につながっている・・

質問と答えの繰り返しで、みんなの⾃

然に対する理解と愛着が深まっていく

ようです。

素晴らしい⾃然、特に落合川など

も、⼀時⾼度成⻑時代の開発などで

汚れました。

しかし多くの地域ボランティアの⼈たち

の努⼒でまた清流が戻ってきていま

す。

九⽉の落合川実習で、清流もちょっ

としたことで直ぐに汚れてしまうことを理

解していますので、先⽣の話がよりわ

かりやすい。

⼀通りの説明が終わっても、

まだまだ聞きたいことがいっぱいありま

す。

次々に先⽣を取り囲んでいます。

まるで「⾖記者」のようですね。

こちらでは、今⽇のまとめに取りかかっ

ています。

「⾃然を守るのは、君たちだよ」との先

⽣の最後の⼀⾔が書かれていまし

た。
５万年まえの古多摩川礫層の⽯を

持っています。

５万年前までの昔に思いが⾄ってい

るかな？

ビックリするほどに重いです。

東久留⽶の⾃然へのいつくしみとその

ような環境の中で育つ⼦供たちへの

熱い期待が伝わりました。

毎⽇⾒ている⾃然の中にいかに多く

の⽣命の営みが続けられているか、

⼜その⼀つ⼀つがかけがえのないもの

であることが、１時間ばかりの中でし

たが、しっかり伝わったのではないでし

ょうか。

先⽣は、これまで⼀部⼩学校で実施

してきましたが、もっと多くの学校で話

をし続けたい、とのことです。

今後とも是⾮とも続けて多くの⼦供た

ちに伝えてほしい！ものです。

（写真は関係者の了解を頂いており

ます）
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